
ダ‘
は
、
玉
の
し
ま
り
が
よ
く
、
生
食
に
向

い
て
い
ま
す
。

●
大
玉
ハ
ク
サ
イ

　

大
玉
ハ
ク
サ
イ
な
ら
、
極
早
生
ま
た
は
早

生
の
品
種
が
お
す
す
め
で
す
。
例
え
ば
、
べ

と
病
に
強
く
、
玉
の
肥
大
が
良
好
な
‚
晴
黄

６０‘
、
病
気
に
強
い
黄
芯
系
早
生
種
の
‚
黄
ご

こ
ろ
６５‘
、
作
り
や
す
さ
で
人
気
の
あ
る
‚
無

双‘
、
病
害
に
強
く
作
り
や
す
い
‚
耐
病
六
十

日‘
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
タ
ケ
ノ
コ
ハ
ク
サ
イ

　

耐
病
性
が
強
く
て
簡
単
に
栽
培
で
き
、
葉

の
甘
み
が
お
い
し
い
‚
チ
ヒ
リ
７０‘
や
、
ミ

ニ
ハ
ク
サ
イ
の
‚
プ
チ
ヒ
リ‘
が
お
す
す
め

で
す
。

つ
て
の
不
結
球
ハ
ク
サ
イ
類
の
中
に
は
、
す

で
に
消
失
し
て
し
ま
っ
た
品
種
も
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ク
サ
イ
の
学
名
はBrassica cam

pestris

で
、
コ
マ
ツ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
、
小
カ
ブ
な
ど
と

同
じ
仲
間
で
す
。
栄
養
的
に
は
い
わ
ゆ
る
淡

色
野
菜
で
、
カ
ロ
テ
ン
の
含
量
は
緑
黄
色
野

菜
に
劣
り
ま
す
が
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
食
物
繊
維

が
豊
富
に
含
ま
れ
ま
す
。
秋
か
ら
冬
の
時
期

の
鍋
物
に
は
、
欠
か
せ
な
い
野
菜
で
す
。

　

生
育
適
温
は
１５
〜
２０
℃
で
、
冷
涼
な
気
候

を
好
み
ま
す
。
ハ
ク
サ
イ
は
ま
き
時
が
大
切

で
、
関
東
周
辺
地
域
で
は
８
月
下
旬
〜
９
月

上
旬
の
適
期
を
外
さ
な
い
こ
と
が
コ
ツ
で
す
。

畑
で
は
連
作
障
害
を
防
ぐ
た
め
２
年
程
度
の

休
栽
が
必
要
で
す
が
、
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
で

は
新
し
い
土
を
使
え
ば
そ
の
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。 
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ハ
ク
サ
イ
の
原
産
地
は
地
中
海
沿
岸
地
域

と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
野
生
種
は
不
結

球
で
あ
り
、
結
球
し
た
ハ
ク
サ
イ
の
始
ま
り

は
、
中
国
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
中
国
が
二
次
原
産
地
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

　

日
本
で
も
、
古
く
か
ら
「
三
河
島
菜
」
や

「
広
島
菜
」
と
い
っ
た
不
結
球
の
ハ
ク
サ
イ

類
が
栽
培
さ
れ
、
主
に
漬
物
用
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
結
球
ハ
ク
サ

イ
が
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け

て
日
本
へ
導
入
さ
れ
る
と
、
一
気
に
こ
ち
ら

の
人
気
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
か

藤
ふじ た  

田　智
　さとし恵泉女学園大学

園芸文化研究所准教授

　大昔、誕生したころのハクサイは、実は結球しないも

のばかりでした。それが、中国に伝わって結球ハクサイ

となり、日本でも現在は結球したものが圧倒的に多くな

っています。鍋物には欠かせない、定番の野菜です。

　ハクサイといえば大玉のイメージが強く、プランター

栽培には不向きと思われがちですが、最近はやりのミニ

ハクサイや、大玉でも早
わ せ

生品種なら、十分プランターで

栽培できます。ほかにもタケノコハクサイや、昔懐かし

い不結球の品種など、いろんなハクサイを作ってみてく

ださい。

食物繊維、ビタミンＣを豊富に含む、鍋料理に欠かせない葉
物野菜のハクサイ。

その● ハクサイ̶鍋野菜の王様̶7

　

畑
で
栽
培
す
る
品
種
は
実
に
多
く
あ
り
ま

す
が
、
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
に
向
く
品
種
は
限

ら
れ
ま
す
。

●
ミ
ニ
ハ
ク
サ
イ

　

最
も
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
向
き
な
品
種
が
、

ミ
ニ
ハ
ク
サ
イ
の
‚
お
黄
に
い
り‘
で
、
極

早
生
の
た
め
、
直
ま
き
栽
培
な
ら
タ
ネ
ま
き

後
５０
日
、
移
植
栽
培
な
ら
植
え
付
け
後
４０
日

で
収
穫
で
き
ま
す
。
結
球
内
は
鮮
や
か
な
黄

色
で
、
球
重
６
０
０
ｇ
に
な
る
育
て
や
す
い

品
種
で
す
。
ま
た
、
球
重
１
㎏
程
度
で
、
タ

ネ
ま
き
後
５５
〜
６０
日
で
収
穫
可
能
な
‚
サ
ラ

主
な
品
種

ハ
ク
サ
イ
の

原
産
地
と
特
徴



●
不
結
球
ハ
ク
サ
イ

　

玉
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
前
述
し
た
不
結

球
ハ
ク
サ
イ
の
仲
間
で
あ
る
「
広
島
菜
」
な

ど
を
栽
培
す
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　

ハ
ク
サ
イ
は
、
収
穫
ま
で
に
ミ
ニ
品
種
で

も
５０
〜
６０
日
、
極
早
生
や
早
生
品
種
な
ら
６０

〜
７０
日
程
度
か
か
る
の
で
、
コ
ン
テ
ナ
は
中

型
（
２０
ℓ
程
度
）
〜
大
型
（
２５
ℓ
以
上
）
の

42 2008．7．はなとやさい

栽
培
方
法

コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
準
備

1
おすすめハクサイあれこれ

‘お黄にいり’
球重600ｇ程度で収穫できる、極早生
のミニハクサイ。

‘サラダ’
球重１㎏程度で、生食や一夜漬け
に向く。

ミニハクサイ

第1図 タネまき・育苗

❶9㎝ポリポットへ4粒
まきにする。

9㎝ポット

❺本葉5～6枚ごろ
が植え付け適期。

❹本葉4～5
枚で１本立
ちに。

も
の
を
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
の

底
に
敷
く
軽
石
、
市
販
の
培
養
土
、
移
植
ゴ

テ
な
ど
を
準
備
し
ま
す
。

　

苗
は
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
プ

ラ
ン
タ
ー
栽
培
に
向
く
品
種
が
販
売
さ
れ
て

い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
分
で

タ
ネ
ま
き
し
、
苗
を
育
て
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
植
え
付
け
適
期
は
9
月
中
下
旬
な
の
で
、

逆
算
す
る
と
、
タ
ネ
ま
き
は
8
月
下
旬
〜
9

月
上
旬
と
な
り
ま
す
。

①
タ
ネ
ま
き

　

タ
ネ
ま
き
は
、
植
え
付
け
時
期
の
２０
日
ほ

‘プチヒリ’
球重800g～1㎏程度で収穫できる、
極早生ミニのタケノコハクサイ。

タケノコハクサイ

‘晴黄60’
べと病に強い、玉肥大良好な黄芯極
早生種。

大玉ハクサイ

「広島菜」
濃緑で葉幅が広く、肉厚でやわらか
い。

不結球ハクサイ

‘耐病六十日’
病害に強く、秋まきのほか春まきも
できる極早生種。

ど
前
を
目
標
に
行
い
ま
す
。
9
㎝
ポ
リ
ポ
ッ

ト
に
4
粒
タ
ネ
ま
き
し
、
発
芽
し
た
ら
3
本

に
、
本
葉
2
〜
3
枚
で
2
本
に
、
本
葉
4
〜

5
枚
で
１
本
に
間
引
い
て
育
て
ま
す
。
ポ
ッ

ト
で
２０
日
間
育
苗
す
る
の
で
、
週
に
１
回
5

0
0
倍
の
液
肥
を
水
や
り
を
兼
ね
て
施
し
、

肥
切
れ
に
注
意
し
ま
す
。
本
葉
5
〜
6
枚
の

こ
ろ
が
植
え
付
け
適
期
で
す
（
第
1
図
）。

苗
を
購
入
す
る
場
合

：

購
入
時
は
、
双
葉
が

し
っ
か
り
つ
い
て
い
る
こ
と
、
節
間
が
つ
ま

り
ガ
ッ
チ
リ
し
て
い
る
こ
と
、
葉
色
が
濃
く

病
害
虫
に
や
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
根
鉢
が

し
っ
か
り
で
き
て
い
る
こ
と
、
下
葉
が
黄
化

し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
選
び

ま
し
ょ
う
。

タ
ネ
ま
き
と

苗
の
植
え
付
け

2

❷子葉が展開
したら3本
立ちに。

❸本葉2～3
枚で2本立
ちにする。



②
植
え
付
け

2
株
植
え

：

大
型
の
コ
ン
テ
ナ
（
プ
ラ
ン
タ

ー
）
を
準
備
し
ま
す
。
底
に
鉢
底
ネ
ッ
ト
を

敷
き
、
底
が
見
え
な
く
な
る
く
ら
い
の
軽
石

を
入
れ
ま
す
。
次
い
で
培
養
土
を
コ
ン
テ
ナ

に
入
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ペ

ー
ス
を
2
㎝
く
ら
い
と
る
よ
う
に
し
ま
す
。

株
間
を
３０
〜
４０
㎝
あ
け
て
、
2
株
を
植
え
付

け
ま
す
。
植
え
付
け
後
は
た
っ
ぷ
り
と
水
や

り
し
ま
す
（
第
2
図
）。

1
株
植
え

：

直
径
３０
㎝
、
深
さ
３０
㎝
の
コ
ン

テ
ナ
を
使
用
し
ま
す
。
中
央
に
穴
を
掘
り
、

苗
を
植
え
付
け
ま
す
。

　

苗
の
植
え
付
け
が
適
期
よ
り
早
い
と
、
病

害
虫
の
被
害
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
遅

す
ぎ
た
り
、
肥
料
不
足
で
育
っ
た
り
す
る
と
、

結
球
し
な
い
か
、
し
て
も
小
さ
な
玉
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

水
や
り
は
日
に
何
回
と
決
め
る
の
で
は
な

く
、
土
の
表
面
が
乾
い
た
ら
た
っ
ぷ
り
や
る

習
慣
を
身
に
つ
け
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
水
や

り
後
は
土
の
表
面
が
乾
く
ま
で
次
の
水
や
り

を
控
え
る
よ
う
に
し
て
、
根
腐
れ
を
予
防
し

ま
す
。

第3図 追 肥

432008．7．はなとやさい

秋田県生まれ。恵泉女学園大学園
芸文化研究所准教授。専門は野菜
園芸学、植物育種学、農業教育学。
「NHK趣味の園芸」講師、雑誌「や
さい畑」連載などで野菜作りの魅
力を伝える。著書に「別冊NHK
趣味の園芸・わが家の片隅でおい
しい野菜を作る」（NHK出版）な
ど多数。 

藤田  智
（ふじた   さとし）

第4図 収 穫

第2図 植え付け

❶20～25ℓ以上のコンテナを準備。

❸培養土を入れる。

水
や
り

3

追　

肥

4
病
害
虫
の
防
除 

5

収　

穫　

6

定植適期のハクサイ苗。

収穫間近のハクサイ。

❷鉢底ネットを敷き、
底が見えない程度
にゴロ土（軽石）
を入れる。

断面図

培養土

ウオーター
スペース
（2㎝）

ゴロ土
（軽石）

断面図

❹苗を植え付ける。 ポットから苗を取り
出し、植え付ける。

たっぷり水やりする。

手で玉を押さえて、かたく
しまっていたらＯＫ！

2週間に１回
化成肥料
土１ℓ当たり１ｇ

あるいは

1週間に１回
500倍程度の液肥

結球開始までに、外葉を
大きく育てる。

Point!Point!

　

コ
ナ
ガ
、
ア
オ
ム
シ
に
は
ト
ア
ロ
ー
水
和

剤
Ｃ
Ｔ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
オ
レ
ー
ト
液
剤

な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

　

2
週
間
に
１
回
、
化
成
肥
料
を
土
１
ℓ
当

た
り
１
ｇ
施
す
か
、
週
に
１
回
5
0
0
倍
程

度
の
液
肥
を
水
や
り
代
わ
り
に
施
す
こ
と
を

目
安
に
し
ま
す
。
肥
料
が
不
足
す
る
と
、
玉

が
小
さ
く
な
る
の
で
注
意
し
ま
す
。
肥
料
切

れ
は
禁
物
で
す
（
第
3
図
）。　

　

手
で
玉
を
押
し
て
、
か
た
く
し
ま
っ
て
き

た
ら
収
穫
適
期
で
す
。
品
種
ご
と
に
適
期
が

あ
る
の
で
、
タ
ネ
袋
裏
面
の
品
種
紹
介
な
ど

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
（
第
4
図
）。
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